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■�日�

■�場�

■�内�

■�持�

■�定�

■�申�

■�問�

■�費�

■�対�

ア
ラ
イ
グ
マ 

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ 

　
近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。�

�

越
谷
市�

「
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
」「
花

田
苑
」
無
料
開
園�

■日
１
月
１
日
�
・
２
日
�
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時�

■場
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
（
北
越

谷
駅
東
口
か
ら
「
ゆ
め
み
野
東
・
エ
ロ
ー

ラ
」
行
き
な
ど
の
バ
ス
で
「
小
田
急
弥
栄

団
地
入
口
」
下
車
徒
歩
５
分
）、
花
田
苑

（
南
越
谷
駅
北
口
か
ら
「
花
田
・
越
谷
市

立
図
書
館
前
」
行
き
バ
ス
で
「
花
田
苑
」

下
車
す
ぐ
）�

■内
い
ず
れ
の
施
設
も
無
料
で
入
園
で
き
ま

す
。
ま
た
、
花
田
苑
で
は
、
隣
接
す
る
「
こ

し
が
や
能
楽
堂
」
の
見
学
が
で
き
ま
す
。�

■問
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
�
９７９
・

０
１
０
０
、
花
田
苑
�
９６２
・
６
９
９
９�

�

草
加
市�

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
ワ
ル
シ
ャ
ワ

室
内
合
奏
団�

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
生
誕
２５０
周
年
を
記
念
し

て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
専
門
家
が
ク
リ
ス

マ
ス
を
彩
り
ま
す
。�

■日
１２
月
２２
日
�
　
午
後
７
時
開
演�

■場
草
加
市
文
化
会
館�

■内
演
目
＝
「
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
ニ
長

調
・
変
ロ
長
調
・
へ
長
調
」
ほ
か�

■費
〈
全
席
指
定
〉
Ｓ
席
３
５
０
０
円
、
Ａ

席
３
０
０
０
円
、
Ｂ
席
２
５
０
０
円
※
未

就
学
児
入
場
不
可
（
託
児
あ
り
、
要
予
約
・

１
０
０
０
円
）�

■問
草
加
市
文
化
会
館
�
９３１
・
９
３
２
５�

�

三
郷
市�

三
郷
七
福
神
巡
り�

■日
１
月
１
日
�
〜
７
日
�
　
午
前
９
時
〜

午
後
４
時�

■内
市
内
２４
カ
所
の
お
寺
（
八
木
郷
・
戸
ヶ

崎
巡
り
、
早
稲
田
巡
り
、
彦
成
巡
り
の
３

コ
ー
ス
）
で
の
七
福
神
巡
り�

■問
三
郷
市
観
光
協
会
（
事
務
局
＝
商
工
農

政
課
�
９５３
・
１
１
１
１
○内
２
２
６
２
）�

�

吉
川
市�

冬
休
み
映
画
会�

■日
１２
月
２３
日
�
　
①
午
前
１０
時
〜
・
②
午

後
１
時
３０
分
〜�

■場
吉
川
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉
川
駅

北
口
徒
歩
１０
分
）�

■内
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
　
ア
ン

パ
ン
マ
ン
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
星
」�

■定
各
回
５
０
０
人�

■費
無
料�

■問
吉
川
市
中
央
公
民
館
�
９８１
・
１
２
３
１�

�

松
伏
町�

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
７
　

ウ
ィ
ー
ン
・
リ
ン
グ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル�

■日
１
月
７
日
�
　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
３０
分
開
場
）�

■場
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
、
吉
川
駅
北
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）�

■費
〈
全
席
指
定
〉
Ｓ
席
４
５
０
０
円
、
Ａ

席
３
５
０
０
円
、
高
校
生
ま
で
２
０
０
０

円
※
未
就
学
児
入
場
不
可�

■問
�
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
�
９９２
・

１
０
０
１�

■■問
広
聴
広
報
課
　
�
○内
４
２
３�

��

　
　
冬
の
朝
顔
　
緑
町
四
　
岡
本
　
キ
ミ�

秋
風
の
吹
く
庭
へ
降
り
る
と�

洗
濯
物
の
シ
ー
ツ
に
か
ら
ま
る
朝
顔
の�

葉
蔭
に
、
紅
い
朝
顔
が
咲
い
て
い
る�

露
を
ふ
く
ん
だ
朝
顔
の
花
を�

夏
の
あ
い
だ
、
よ
く
見
た
が�

あ
の
こ
ろ
の
花
よ
り
ず
っ
と
小
さ
い
花
だ�

し
か
し�

色
彩
の
乏
し
く
な
っ
た
庭
の�

そ
こ
だ
け
が
ほ
ん
の
り
明
か
る
ん
で
い
る�

私
の
母
は
九
十
六
才
で
逝
っ
た�

そ
の
と
き
私
は�

母
の
口
も
と
に
紅
を
さ
し
た
が�

紅
は
そ
の
朝
顔
の
紅
色
だ
っ
た�

見
上
げ
る
と�

晩
秋
の
空
が
青
い�

（
評
）
亡
き
お
母
さ
ま
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。�

��

木
曽
根
　
高
谷
　
多
門�

り
ん
ご
　
ぐ
農
継
ぎ
し
友
古
希
過
ぎ
て�

　
　
　
細
り
し
腕
を
頻
り
に
伸
ば
し
ぬ�

ふ
る
さ
と
の
駅
の
ホ
ー
ム
に
入
り
来
る�

　
　
　
初
雪
浴
び
し
二
両
編
成�

南
後
谷
　
杉
村
　
セ
ツ�

秋
日
和
遠
く
に
在
り
し
親
友
思
い�

　
　
　
文
書
き
終
え
て
し
ば
し
ま
ど
ろ
む�

中
央
一
　
猪
瀬
　
利
助�

夕
映
え
の
黄
昏
の
空
群
れ
を
な
し�

　
　
　
飛
び
行
く
鳥
の
遠
き
彼
方
へ�

南
川
崎
　
松
谷
　
永
子�

正
倉
院
大
仏
殿
に
手
を
合
わ
せ�

　
　
　
友
と
巡
り
し
日
帰
り
ツ
ア
ー�

大
曽
根
　
椎
野
さ
ち
子�

手
折
ら
れ
し
菊
の
花
ば
な
ふ
と
見
る
と�

　
　
　
仏
間
の
奥
へ
活
け
ら
れ
し
お
り�

中
央
三
　
輪
島
　
　
武�

秋
祭
り
す
く
い
し
金
魚
い
ま
も
な
お�

　
　
　
可
憐
に
泳
ぎ
心
癒
さ
る�

��

八
　
條
　
加
藤
　
龍
子�

落
日
に
芒
紅
と
な
り
舞
い
に
舞
う�

八
　
條
　
杉
村
　
知
香�

抱
く
嬰
児
は
赤
セ
ー
タ
ー
の
母
に
笑
む�

木
曽
根
　
古
根
　
昌
明�

鋏
持
つ
ま
な
ざ
し
優
し
菊
造
り�

伊
　
草
　
井
上
　
進
寿�

風
に
舞
う
白
い
山
茶
花
友
の
通
夜�

大
曽
根
　
小
倉
　
義
孝�

秋
深
し
陽
だ
ま
り
求
め
雀
の
子�

緑
町
五
　
藤
波
　
ふ
み�

空
澄
み
て
干
し
大
根
の
真
白
か
な�

八
潮
七
　
石
井
　
忠
枝�

菊
花
展
見
事
に
揃
う
花
の
数�

大
曽
根
　
横
山
　
英
道�

立
冬
や
和
室
に
正
座
瞑
目
す�

八
潮
七
　
小
倉
　
孝
義�

展
望
す
錦
の
如
し
里
の
秋�

中
央
一
　
斉
藤
　
富
吉�

秋
霖
の
天
よ
り
落
ち
る
那
智
の
滝�

緑
町
五
　
村
田
　
恭
子�

神
無
月
母
を
見
送
る
エ
ア
ポ
ー
ト �

八
潮
八
　
栗
原
　
幸
子�

紅
葉
狩
り
ト
ン
ネ
ル
越
え
て
虹
の
橋�

垳
　
　
　
森
田
エ
ミ
子�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ス
モ
ス
色
の
風
渡
る�

大
曽
根
　
藤
郷
千
代
子�

霧
深
し
尾
灯
頼
り
に
運
転
す�

大
曽
根
　
臼
方
美
代
子�

露
天
湯
の
裏
に
芽
を
吹
く
蕗
の
と
う�

八
　
條
　
小
金
丸
美
智
子�

公
園
の
枝
打
ち
さ
れ
し
落
葉
か
な�

大
曽
根
　
寺
井
　
時
子�

陽
に
映
え
て
白
さ
際
立
つ
障
子
か
な�

緑
町
三
　
岩
田
　
苑
江�

真
夜
中
の
ラ
ジ
オ
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
枯
葉
か
な�

中
央
三
　
宇
津
木
勝
子�

紅
葉
の
小
さ
な
庭
の
月
明
か
り�

八
　
條
　
大
山
ト
キ
子�

膝
に
抱
く
猫
の
ぬ
く
も
り
秋
深
し�

大
曽
根
　
根
岸
佐
代
子�

つ
く
ば
峰
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
紅
葉
観
る�

�

（
評
）
現
代
詩
は
、
特
に
き
ま
り
は
な
く
、

呼
吸
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
を
整
え
て
作
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
む
ず
か
し
い
と
も
思

わ
れ
ま
す
。
ご
投
稿
が
少
な
い
の
で
、
何

卒
皆
さ
ん
何
か
発
見
し
た
と
き
、
お
作
り

に
な
っ
て
ご
投
稿
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。�

（
選
者
）�

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。�

�

歌
の
お
ね
え
さ
ん
と
み
ん
な
で
歌
お
う
会

１０
周
年
記
念
の
コ
ン
サ
ー
ト�

■日
１２
月
１７
日
�
　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
３０
分
開
場
）
　
■場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会

室
　
■内
夢
の
お
馬
車
、
鐘
の
鳴
る
丘
な
ど

■費
無
料
　
■問
峰
岸
�
９９７
・
１
３
３
３�

�

無
料
配
布
！�

廃
油
か
ら
の
手
作
り
「
固
形
石
け
ん
」�

■日
１２
月
１４
日
�
　
午
前
９
時
〜
　
■場
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
　
■定
７０
人
（
先
着
順
）�

■問
消
費
生
活
を
考
え
る
会
・
金
森
�
９９６
・

６
８
４
４�

�

第
７
回
八
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会�

■日
１
月
２８
日
�
　
午
前
９
時
〜
　
■場
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
■対
市
内
小
学
生
・

中
学
生
　
■内
小
学
４
年
生
以
下
の
部
、
小

学
５
・
６
年
生
男
子
・
女
子
の
部
、
中
学

生
男
子
・
女
子
の
部
（
す
べ
て
シ
ン
グ
ル
）

■費
５
０
０
円
　
■申
１
月
１０
日
ま
で
に
宮
本

（
�
・
�
兼
９９７
・
１
０
０
８
）
へ�

�

税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会�

■日
１２
月
１９
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
時
間
外･

電
話
相
談
可
）
　
■場
八
潮
民

主
商
工
会
　
■内
商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等

な
ん
で
も
相
談
　
■費
無
料
　
■問
中
村
�
９９５

・
６
９
６
２�

�

八
潮
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
事
業�

①
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン�

■日
１２
月
１
日
�
〜
１
月
８
日
�
　
■内
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
建
物
や
植
込
み
を
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
り
ま
す
。�

②
タ
イ
ル
壁
画
除
幕
式
典�

■日
１２
月
２２
日
�
　
■内
市
内
の
小
学
生
が
作

り
上
げ
た
タ
イ
ル
壁
画
を
公
開
し
ま
す
。�

―
①
②
共
通
―�

■場
首
都
高
速
道
路
八
潮
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
　
■問
首
都
高
速
道
路
㈱
東
東
京
管
理
局

�
０３
・
５
６
４
０
・
４
８
１
０�

�

「
書
友
」
八
條�

　
多
忙
に
流
さ
れ
や
す
い
毎
日
、
手
書
き

の
文
字
の
温
か
さ
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

■日
毎
週
火
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、
毎

週
木
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時
　
■場
八
條

公
民
館
ほ
か
　
■内
漢
字
・
か
な
・
色
紙
・

短
冊
な
ど
、
見
学
随
時
　
■費
入
会
金
１
０

０
０
円
、
月
会
費
３
０
０
０
円
　
■問
中
嶋

�
０９０
・
３
３
４
３
・
２
７
７
９�

�

ア
レ
ル
ギ
っ
子
＆
パ
パ
・
マ
マ
集
ま
れ
！

『
ア
レ
ル
ギ
ー
講
演
会
・
交
流
会
』�

　
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
と
向
き
合
っ
て

い
る
パ
パ
・
マ
マ
、
１
人
で
悩
ま
な
い
で

情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
？�

■日
１
月
１４
日
�
　
■場
八
幡
公
民
館
研
修
室

■対
お
子
さ
ん
に
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
お
持

ち
の
方
や
興
味
の
あ
る
方
　
■内
講
演
会
※

講
師
＝
内
山
宏
幸
さ
ん
（
医
師
）、
交
流

会
・
座
談
会
　
■問
ア
レ
ル
ギ
ー
子
親
の
会

「
ポ
ケ
ッ
ト
」・
平
野
�
９９７
・
１
２
１
８�

�

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴�

　
平
成
１８
年
第
４
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
１２
月
１
日
�
か
ら
２０
日
�
ま
で
開
催
し

ま
す
。�

一
般
質
問
日
＝
１２
月
１５
日
�
・
１８
日
�
・

１９
日
��

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と
。�

■定
各
日
４２
人
（
先
着
順
）�

■問
議
事
調
査
課
�
○内
２
７
７�

�

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動�

│
１２
月
１５
日
�
〜
１
月
３
日
�
│�

　
年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
、
あ

わ
た
だ
し
さ
か
ら
交
通
事
故
の
多
発
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

重
点
目
標�

・
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
脇
見
運
転
の
防
止�

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止�

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止�

○
夕
暮
れ
時
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
運
動
実

施
中�

　
夕
暮
れ
の
早
い
こ
の
時
期
、
見
通
し
が

悪
い
こ
と
か
ら
交
通
事
故
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。�

＊
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
歩
行
者
・

自
転
車
な
ど
の
発
見
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。�

＊
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
は
、
夕
暮

れ
時
・
夜
間
は
自
分
が
発
見
さ
れ
に
く
い

こ
と
を
十
分
に
意
識
し
、
明
る
い
色
の
服

装
や
反
射
材
の
着
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
転
車
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

ま
し
ょ
う
。�

○
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動
実
施
中�

　
テ
レ
ビ
報
道
等
に
よ
り
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。�

＊
家
庭
・
職
場
・
地
域
で
は
、「
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。�

■問
交
通
防
災
課
�
○内
２
８
８�

�

運
転
免
許
証
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化�

〜
平
成
１９
年
１
月
４
日
�
の
更
新
か
ら
〜�

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
の
メ
リ
ッ
ト�

　
Ｉ
Ｃ
免
許
証
は
、
免
許
証
の
偽
造
防
止

と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。�

更
新
手
数
料
に
つ
い
て�

　
運
転
免
許
証
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
内
蔵
し

た
た
め
、
従
来
の
更
新
手
数
料
に
４
５
０

円
加
え
た
額
と
な
り
ま
す
。�

■問
草
加
警
察
署
�
９４３
・
０
１
１
０�

�

選
挙
人
名
簿
抄
本
閲
覧
制
度
の
見
直
し�

　
選
挙
人
名
簿
抄
本
閲
覧
制
度
が
、
平
成

１８
年
１１
月
１
日
見
直
さ
れ
ま
し
た
。�

●
閲
覧
で
き
る
場
合
が
明
確
化�

①
選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
有
無
を
確
認
す

る
場
合
②
公
職
の
候
補
者
等
、
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
が
、
政
治
活
動
・
選
挙
運

動
を
行
う
場
合
③
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、

学
術
研
究
そ
の
他
の
調
査
研
究
で
公
益
性

が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
政
治
・

選
挙
に
関
す
る
も
の
を
実
施
す
る
場
合�

●
閲
覧
の
手
続
等
を
整
備�

①
閲
覧
事
項
の
利
用
目
的
、
管
理
の
方
法

等
の
明
示
②
閲
覧
事
項
を
取
り
扱
え
る
者

の
範
囲
を
明
確
化
③
目
的
外
利
用
・
第
三

者
提
供
の
禁
止
④
不
正
閲
覧
等
に
対
す
る

報
告
徴
収
、
勧
告
、
命
令
⑤
閲
覧
申
出
者

の
氏
名
、
利
用
目
的
の
概
要
等
の
公
表
な

ど�●
過
料
、
刑
罰
規
定
の
新
設�

①
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
る
閲
覧

や
目
的
外
利
用
の
禁
止
に
対
す
る
違
反
等

に
対
す
る
制
裁
措
置
を
新
設
②
選
挙
人
名

簿
抄
本
の
コ
ピ
ー
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る

便
宜
供
与
規
定
を
削
除�

■問
選
挙
管
理
委
員
会
�
○内
２
６
４�

�

市
有
地
売
却�

売
却
　
１
物
件
（
緑
町
四
丁
目
２２
―
５
・

宅
地
）�

面
積
　
２
３
８
・
０
２
平
方
メ
ー
ト
ル�

売
却
方
法
　
一
般
競
争
入
札�

申
し
込
み
期
間
　
１
月
１０
日
�
〜
１７
日
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）
※
閉
庁
日
を
除
く�

入
札
日
時
　
１
月
２３
日
�
　
午
後
２
時�

入
札
場
所
　
市
役
所
第
２
会
議
室�

※
入
札
参
加
要
領
は
、
１２
月
１１
日
か
ら
財

政
課
管
財
担
当
で
配
布
し
ま
す
。�

■問
財
政
課
�
○内
２
３
２�

�

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支
度
金

支
給
制
度
の
ご
利
用
を�

　
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が
中

学
校
へ
入
学
す
る
と
き
、
就
学
支
度
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。�

■対
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方�

・
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
ま
た

は
父
母
の
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方�

・
お
子
さ
ん
が
平
成
１９
年
４
月
に
中
学
校

入
学
予
定�

・
市
民
税
非
課
税
世
帯�

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
は
な
い�

支
給
額
　
１
万
円�

■持
通
帳
な
ど
振
込
先
が
証
明
で
き
る
も
の�

■申
１２
月
２８
日
ま
で
、
子
育
て
支
援
課
（
�

○内
２
０
９
）
で
申
請
書
の
配
布
と
受
け
付

け
を
し
ま
す
。
※
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
申

請
の
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。�

�

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ�

〜
特
別
弔
慰
金
申
請
期
間
中
〜�

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
平

成
１７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額

面
４０
万
円
、
１０
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支

給
さ
れ
ま
す
。�

■対
次
�
〜
�
の
順
番
で
先
順
位
の
遺
族
１

人��
弔
慰
金
の
受
給
権
者�

�
戦
没
者
等
の
子�

�
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、

か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
、
①
父

母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
の
方�

�
右
記
�
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹�

�
右
記
�
か
ら
�
ま
で
以
外
の
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内

の
親
族�

請
求
期
間
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で�

■問
資
料
等
の
請
求
と
詳
細
は
、
社
会
福
祉

課
（
�
○内
３
１
６
・
８
２
２
）
へ�

�

里
親
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か�

　
〜
今
、
里
親
さ
ん
を
求
め
て
い
ま
す
〜�

○
里
親
と
は�

　
里
親
と
は
、
両
親
の
病
気
、
離
婚
、
虐

待
等
の
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
生

活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
一
時
的
ま
た

は
継
続
的
に
預
か
り
、親
に
代
わ
っ
て
温

か
い
愛
情
と
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、

子
ど
も
を
育
て
て
い
た
だ
け
る
方
の
こ
と

で
す
。�

　
近
年
、
親
が
育
て
ら
れ
ず
保
護
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、
温
か
い

家
庭
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。�

○
里
親
に
な
る
に
は�

　
里
親
は
児
童
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
た
制

度
で
、
里
親
に
な
る
に
は
一
定
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
別
な
資

格
な
ど
は
不
要
で
す
。
申
し
込
み
後
、
面

接
や
審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
、
正
式

に
登
録
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
間
は
、
手
当
や
養
育
に
必
要

な
経
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

■問
子
育
て
支
援
課
�
○内
４
２
７
、
県
越
谷

児
童
相
談
所
�
９７５
・
４
１
５
２�

�

水
道
部
事
務
所
移
転�

〜
平
成
１９
年
１
月
４
日
か
ら
〜�

　
中
央
浄
水
場
電
気
・
管
理
棟
が
年
末
に

完
成
し
、
新
年
か
ら
こ
の
建
物
内
で
業
務

を
行
い
ま
す
。�

�����������

　
な
お
、
住
所
お
よ
び
電
話
番
号
は
従
前

の
と
お
り
で
す
。�

■問
水
道
部
�
９９６
・
１
４
８
６�

�

断
水
の
お
詫
び�

　
１１
月
１３
日
�
、
午
後
３
時
５０
分
ご
ろ
に

発
生
し
た
断
水
で
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。�

　
今
回
の
断
水
は
、
中
央
浄
水
場
の
電
気

設
備
更
新
工
事
中
に
誤
っ
て
停
電
を
発
生

さ
せ
た
た
め
で
し
た
。�

　
今
後
、
再
発
防
止
の
た
め
の
対
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。�

■問
水
道
部
施
設
課
�
９９６
・
１
４
８
６�

�

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
被
害
防
止�

　
最
近
、
県
内
で
ア
ラ
イ
グ
マ
の
繁
殖
や

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。�

こ
れ
ら
は
、
か
み
つ
く
な
ど
大
変
危
険
で

す
の
で
、
発
見
し
た
ら
、
む
や
み
に
手
を

出
さ
ず
に
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
飼
育
が
大
変
だ
か
ら
と
、
ペ
ッ
ト

を
野
外
に
放
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

■問
草
加
警
察
署
�
９４３
・
０
１
１
０
、
環
境

課
�
○内
３
３
８�

収集地区�

月曜日地区�
①燃えないごみ･有害ごみ� １２月１１日（月）� １月１５日（月）�

１月８日（月）�
１２月１８日（月）�
１２月２５日（月）�
１２月１２日（火）� １月１６日（火）�

１月９日（火）�
１２月１９日（火）�
１２月２６日（火）�
１２月１３日（水）� １月１７日（水）�

１月１０日（水）�
１２月２０日（水）�
１２月２７日（水）�
１２月１４日（木）� １月１８日（木）�

１月１１日（木）�
１月４日（木）�

１２月２１日（木）�
１２月２８日（木）�
１２月１５日（金）� １月１９日（金）�

１月１２日（金）�
１月５日（金）�

１２月２２日（金）�

②資源　紙・布類、ビン・カン類�
③資源　ビン・カン類�
①燃えないごみ･有害ごみ�
②資源　紙・布類、ビン・カン類�
③資源　ビン・カン類�
①燃えないごみ･有害ごみ�
②資源　紙・布類、ビン・カン類�
③資源　ビン・カン類�
①燃えないごみ･有害ごみ�
②資源　紙・布類、ビン・カン類�
③資源　ビン・カン類�
①燃えないごみ･有害ごみ�
②資源　紙・布類、ビン・カン類�
③資源　ビン・カン類�

火曜日地区�

水曜日地区�

木曜日地区�

金曜日地区�

年末最終収集日� 年始収集開始日�ごみの種類�

収集地区�

月・木曜日地区�
火・金曜日地区�
水・土曜日地区�

１２月２８日（木）�１月４日（木）�
１２月２９日（金）�１月５日（金）�
１２月３０日（土）�１月６日（土）�

年末最終収集日�年始収集開始日� 収集地区�

第１・第３週土曜日地区�
第２・第４週土曜日地区�

１２月１６日（土）�１月６日（土）�
１２月２３日（土）�１月１３日（土）�

年末最終収集日�年始収集開始日�

市内公共施設年末年始休館・業務案内�

市役所 �９９６-２１１１�

やしお生涯楽習館 �９９４-１０００�

八潮メセナ �９９８-２５００�

文化スポーツセンター �９９６-５１２６�

エイトアリーナ �９９９-７０１１�

わんぱる �９９９-０３２１�

資料館 �９９７-６６６６�

八幡図書館 �９９５-５２１５�

八幡公民館 �９９５-５２１６�

八條図書館 �９９４-５５００�

八條公民館 �９９４-３２００�

リサイクルプラザ �９９７-６６９６�

コミュニティセンター �９３６-０５０７�

ゆまにて �９９６-０１２３�

市民温水プール �９３６-６８２４�

保健センター �９９５-３３８１�

休日診療所 �９９５-３３８３�

やすらぎ �９９７-８５４４�

寿楽荘 �９９５-２８４７�

すえひろ荘 �９３６-９１８１�

教育相談所 �９９５-００７７�

1月�12月�

水�
公　共　施　設�

２７ 

２７ 

２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

５ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ 

４ 

５ 

２７ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ 

２８ 

２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

２７ ２８ 

２７ 

２７ 

２８ 

２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

木�金�土�日�月�火�水�木�金�

　 休館日　　午前10時～正午・午後2時～4時開業 
※出産・離婚・死亡などの届出は、いつでも市役所東側宿直室で受け付けます。 

　この時期は、通常の倍以上のごみが排出されますので、収集時間が平常と
異なることが予想されます。より一層のごみの減量化および資源化をお願い
します。�
ごみは、当日の朝8時までに出しましょう。�
地区の収集日をご確認のうえ、ごみをお出しください。�

◎燃えるごみ� ◎ペットボトル（毎月2回、土曜日に収集）�

◎燃えないごみ・有害ごみ、資源ごみ�

※紙・布類の収集とビン・カン類の収集は、別々の車両で行っています。�

■問リサイクル推進課 �○内２３４�

も�

し
き�

と�

も�

あ�

び�

よ
り�

た
そ�

す
す
き�

が
れ�

い
だ�

こ�

え�

や
さ�

こ
う�

よ
う�

み�
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内　容�月日� 講　師�

１月１０日�
（水）�

１月１５日�
（月）�

１月２２日�
（月）�

１月３１日�
（水）�

アルコール依存症とは
何か～アルコール依存
症という病気～�

佐藤貢さん�
（精神科医師）�

家族の対応～本人を
変える家族～�

根津和永さん・岩上
昌生さん（看護師）�

回復のプロセスに必要
な社会資源～受診す
るまで・退院に向けて～�

守屋弘一さん�
小椋由美さん�
（精神保健福祉士）�

回復する姿～回復者と
出会う～�

回復した当事者と配
偶者（妻）�

ピ
ア
ノ
（
２
万
円
以
上
）�

�

二
段
ベ
ッ
ド
（
木
製
・
５
千
円
以
内
）�

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、
当
事
者
間
で
解
決

し
て
い
た
だ
き
、市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。�

■申
■問
商
工
振
興
課
�
○内
３
３
６�

ゆ
ず
り
ま
す�

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い�

�

油
の
流
出
に
ご
注
意
！�

　
油
が
流
出
し
て
河
川
を
汚
染
す
る
水
質

異
常
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
冬
季
に

向
か
い
暖
房
の
利
用
や
年
末
年
始
の
清
掃

等
に
伴
い
、
油
類
を
取
り
扱
う
こ
と
が
多

く
な
る
時
期
で
す
。
十
分
注
意
し
て
い
た

だ
き
、
水
質
異
常
事
故
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。�

＊
事
故
の
原
因
者
に
は
、
対
応
に
係
る
経

費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

＊
油
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
古
新
聞

や
ウ
エ
ス
等
で
拭
取
る
等
、
適
切
に
処
理

し
て
外
部
に
流
れ
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。�

■問
環
境
課
�
○内
３
３
８
、
県
東
部
環
境
管

理
事
務
所
越
谷
支
所
�
９６６
・
２
３
１
１�

�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
補
助
制
度�

　
市
で
は
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
」
ま
た
は
「
八
潮
市
商
工
会
特
定
退
職

金
共
済
制
度
」
に
新
規
加
入
し
た
事
業
者

に
、
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。�

■対
市
内
の
事
業
者
で
次
の
要
件
を
全
て
満

た
し
て
い
る
方�

①
事
業
を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る
こ
と

②
従
業
員
が
５０
人
以
下
で
あ
る
こ
と
③
補

助
金
交
付
申
請
時
に
納
期
が
き
た
市
税
を

完
納
し
て
い
る
こ
と�

補
助
期
間
　
新
規
加
入
契
約
月
か
ら
２４
カ

月
間�

補
助
対
象
経
費
　
平
成
１８
年
１
月
（
ま
た

は
加
入
月
）
か
ら
１２
月
（
ま
た
は
補
助
期

間
満
了
月
）
ま
で
に
支
払
っ
た
掛
金
で
補

助
期
間
内
の
も
の�

補
助
額
　
掛
金
の
２０
〜
３０
パ
ー
セ
ン
ト
※

掛
金
は
月
額
５
０
０
０
円
を
限
度�

■申
１
月
１０
日
か
ら
２５
日
ま
で
に
、
商
工
振

興
課
（
�
○内
３
３
６
）
へ
※
平
成
１８
年
１２

月
ま
で
の
掛
金
の
支
払
い
後
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。�

�

第
３
回
「
福
祉
の
仕
事
」
就
職
面
接
会�

■日
１
月
１７
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分�

■場
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
市
民
ホ
ー
ル�

■対
施
設
介
護
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の

福
祉
職
を
希
望
の
方�

■内
参
加
事
業
所
＝
八
潮
市
お
よ
び
近
隣
市

町
村
に
福
祉
施
設
を
有
す
る
３０
事
業
所
程

度
を
予
定�

■問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
介
護
労
働
担
当

�
０４８･

８３２･

２
４
６
１
○内
２４��

�

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い�

　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
を
し
た
場

合
、
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
そ
の
税
額
を
算
出
す
る
た
め

「
家
屋
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
家
屋
、
取
り
壊

し
を
し
た
家
屋
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

■問
資
産
税
課
�
○内
３
０
２�

�

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す�

　
平
成
１９
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
１
月
３１

日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
１８

年
中
に
事
業
を
廃
止
し
た
方
や
資
産
の
増

減
の
な
い
方
も
申
告
が
必
要
で
す
。�

※
償
却
資
産
と
は
　
法
人
や
個
人
で
、
工

場
や
商
店
、
事
務
所
な
ど
を
経
営
し
て
い

る
方
の
事
業
用
資
産
、
ま
た
事
業
用
資
産

と
し
て
貸
し
付
け
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、

工
具
器
具
お
よ
び
備
品
な
ど
の
資
産
（
自

動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
対
象
の
も

の
を
除
く
）�

■問
資
産
税
課
�
○内
４
１
２�

�

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を�

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
調
査
し
ま
す
。�

　
調
査
は
、
１２
月
下
旬
か
ら
平
成
１９
年
１

月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
行

い
ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。�

■問
総
務
人
事
課
�
○内
２
３
３�

�

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間�

│
１２
月
１０
日
〜
１６
日
│�

　
こ
の
度
、「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に

関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
啓
発
週
間

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
拉
致
問
題
の
実
態
は
、
い
ま
だ
解
明
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
た

め
に
は
、
国
民
世
論
の
盛
り
上
が
り
が
大

変
重
要
で
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
啓
発
週
間
を
機

に
拉
致
問
題
に
対
す
る
関
心
を
一
層
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

■問
総
務
人
事
課
�
○内
２
３
０
・
４
５
４�

�

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を�

　
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人

の
た
め
に
、
検
察
官
の
し
た
処
分
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し

て
「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。�

　
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
、
く

じ
で
選
ば
れ
た
１１
人
の
検
察
審
査
員
が
審

査
を
し
ま
す
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
検
察
審
査
会
に
対
す
る
申
し
立

て
に
は
、
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。�

■問
さ
い
た
ま
検
察
審
査
会
事
務
局
�
０４８
・

８６３
・
４
１
１
１�

������

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室�

■日
１
月
１８
日
〜
３
月
８
日
　
毎
週
木
曜
日
・

全
８
回
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
１５
分�

■場
八
條
公
民
館
会
議
室
（
１
）�

■対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方�

■内
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
有
酸

素
運
動
で
、
基
本
か
ら
始
め
、
段
階
的
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
す
。�

■定
３０
人
（
申
込
順
）�

■費
１
２
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）�

■申
１２
月
１２
日
か
ら
電
話
予
約
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
�
９９６
・
５
１
２
６
）
へ�

文
化
協
会
自
主
事
業
　
八
潮
市
民

吹
奏
楽
団
第
１８
回
定
期
演
奏
会�

■日
１２
月
１７
日
�
　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
３０
分
開
場
）�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル�

■内
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
特
集
、
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
、
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど�

■費
無
料�

■問
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

�
９９５
・
６
２
１
６�

�

凧
の
展
示
会�

■日
２
月
４
日
�
ま
で�

■内
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
凧
、
日
本
の

凧
、
世
界
の
凧
、
珍
し
い
凧
の
展
示�

■問
文
化
財
保
護
課
�
９９７
・
６
６
６
６�

�

男
女
共
同
参
画
研
修�

■日
１
月
１１
日
�
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分�

■場
メ
セ
ナ
３
階
会
議
室�

■内
テ
ー
マ
『
い
ま
男
女
共
同
参
画
が
問
い

か
け
る
も
の
』
※
講
師
＝
近
藤
弘
さ
ん�

（
八
潮
市
男
女
共
同
参
画
苦
情
処
理
委
員
、

立
教
大
学
教
授
）�

■費
無
料�

■申
１
月
５
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

男
女
共
同
参
画
課
（
�
○内
８
１
１
）
へ�

※
こ
の
研
修
は
、
市
職
員
も
受
講
し
ま
す
。�

�

公
民
館
高
齢
者
講
座
「
健
康
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
」�

■日
１
月
３０
日
、
２
月
６
日
・
１３
日･

２０
日
・

２７
日
（
毎
回
火
曜
日
・
全
５
回
）
　
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

■場
八
條
公
民
館
第
一
会
議
室�

■対
市
内
在
住
の
５０
歳
以
上
の
方�

■内
①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎
を
学
ぶ
②
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
（
野
外
）
※
講
師
＝
松

田
温
昭
さ
ん
（
や
し
お
歩
け
歩
け
協
会
会

長
）、
畑
祐
己
子
さ
ん
・
内
藤
初
江
さ
ん

（
�
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
認
定
指
導

員
）�

■定
２５
人
（
申
込
順
）�

■費
５
０
０
円
（
公
民
館
安
全
互
助
会
費
加

入
者
は
無
料
）�

■持
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動
の
出
来
る
服

装�■申
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館
（
�

９９５
・
６
２
１
６
、
受
け
付
け
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
へ�
�

第
１４
回
新
春
メ
セ
ナ
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
「
粋
」
〜
古
典
音
楽
の
集
い
〜�

�

■日
１
月
７
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
１
階
ロ
ビ
ー�

■内
邦
楽
（
三
味
線･

長
唄･

筝
）
の
コ
ン
サ

ー
ト
※
出
演
＝
雅
の
会･

邦
楽
こ
ど
も
教

室�■費
無
料�

■問
八
潮
メ
セ
ナ
�
９９８
・
２
５
０
０�

�

八
潮
メ
セ
ナ
公
演�

①
演
劇
八
潮
ゲ
ネ
プ
ロ
公
演
『
明
日
の
幸

福
』�

■日
３
月
１１
日
�
　
午
後
２
時
〜
（
午
後
１

時
３０
分
開
場
）�

■内
３
世
代
同
居
の
大
家
族
、
松
崎
家
の
人
々

が
捲
き
起
こ
す
人
間
喜
劇
※
出
演
＝
渡
辺

美
佐
子
、
金
田
龍
之
介
、
竹
脇
無
我
、
長

山
藍
子
ほ
か�

■費
３
０
０
０
円
（
友
の
会
２
３
０
０
円
）�

②
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
コ
ン
サ

ー
ト�

■日
２
月
１２
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
（
午

後
１
時
開
場
）�

■内
身
近
に
住
ん
で
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。�

■費
大
人
７
０
０
円
（
友
の
会
６
０
０
円
）、

小
学
生
・
中
学
生
５
０
０
円�

│
①
②
共
通
│�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル�

■申
八
潮
メ
セ
ナ
�
９９８
・
２
５
０
０�

�

保
健
セ
ン
タ
ー
事
業�

①
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
料
理
教
室�

■日
１２
月
〜
２
月
（
全
１４
回
）�

■対
食
事
作
り
に
関
心
の
あ
る
サ
ー
ク
ル
や

町
会
等
グ
ル
ー
プ
で
８
〜
２０
人
程
度
、
１

グ
ル
ー
プ
１
回�

■内
生
活
習
慣
病
予
防
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
に
つ
い
て�

■費
１
人
５
０
０
円�

②
１
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級�

■日
１
月
２１
日
�
　
午
後
１
時
〜
４
時�

■対
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫�

■持
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具�

■費
無
料�

③
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診�

■日
１
月
１７
日
�
　
午
前
８
時
４５
分
〜
１０
時

４５
分
・
午
後
１
時
〜
２
時
４５
分�

＊
結
果
説
明
会
＝
１
月
３１
日
��

■対
２０
歳
以
上
の
市
民�

■内
問
診
、
骨
密
度
測
定�

■定
午
前
・
午
後
各
３０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

―
①
②
③
共
通
―�

■場
保
健
セ
ン
タ
ー�

■申
１２
月
１１
日
か
ら
電
話
で
、
保
健
セ
ン
タ

ー
（
�
９９５
・
３
３
８
１
）
へ�

�

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
家
族
教
室�

��������������

■日
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時�

■場
越
谷
保
健
所
草
加
分
室（
旧
草
加
保
健
所
）�

■対
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
を
持
つ
家
族�

■定
５０
人
（
申
込
順
）�

■申
越
谷
保
健
所
保
健
予
防
推
進
担
当
�
９６４

・
１
２
６
６�

�����

文
化
財
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

■日
不
定
期�

■対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
、
文
化
財
に

興
味
が
あ
る
方�

■内
市
内
の
有
形
文
化
財
や
民
俗
行
事
等
の

調
査
お
よ
び
活
動
事
業
の
補
助�

■費
１
日
の
活
動
に
５
０
０
円
支
給�

■申
１２
月
１２
日
か
ら
２６
日
ま
で
に
、
履
歴
書

を
文
化
財
保
護
課（
�
９９７
・
６
６
６
６
）へ�

�

自
衛
官�

①
自
衛
隊
生
徒�

■対
中
学
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
１７
歳
未
満

の
男
子�

■申
平
成
１９
年
１
月
９
日
ま
で�

②
２
等
陸
・
海
・
空
士�

■対
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子�

■申
随
時�

―
①
②
共
通
―�

■問
自
衛
隊
朝
霞
地
域
事
務
所
�
０４８
・
４６６
・

４
４
３
５�

�

県
立
高
等
技
術
専
門
校
体
験
入
校
生�

　
未
就
職
の
若
年
者
が
実
習
体
験
を
し
、

将
来
の
職
業
や
進
路
に
役
立
て
ま
す
。�

■日
１
月
１３
日
��

■対「
も
の
づ
く
り
体
験
」
を
し
た
い
方
（
高

校
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
等
）
で
、
お
お
む
ね

３０
歳
ま
で
の
方�

■内
高
等
技
術
専
門
校
の
全
科
目
（
３１
科
目
）

※
工
作
機
械
等
を
使
用
し
た
、
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
や
ペ
ン
シ
ル
ス
タ
ン
ド
、
表
札

な
ど
の
製
作
の
ほ
か
寿
司
づ
く
り
な
ど�

■問
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
課
�
０４８
・
８３０
・

４
５
９
８�

お
詫
び�

　
１１
月
１０
日
発
行
予
定
の
「
広
報
や
し

お
１１
月
号
」
の
紙
面
に
修
正
が
発
生
し

た
た
め
、
１１
月
１２
日
の
発
行
と
な
り
ま

し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

■問
広
聴
広
報
課
�
○内
２
２
６�

採
用
職
種
・
募
集
人
員
・
受
験
資
格�

①
一
般
事
務
　
　
５
人
程
度�

②
土
木
技
師
　
　
４
人
程
度�

③
保
　

健
　

師
　
　
１
人�

■対
一
般
事
務
・
土
木
技
師
＝
昭
和
５７
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
、
保
健
師
＝

昭
和
５１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

（
保
健
師
は
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
平
成
１９
年
３
月
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
み
の
方
）�

※
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
に
規
定
す
る
欠

格
条
項
に
該
当
す
る
方
は
、
受
験
で
き
ま

せ
ん
。�

第
１
次
試
験�

〈
①
一
般
事
務
、
③
保
健
師
〉�

教
養
試
験
お
よ
び
論
文
試
験�

■日
１
月
１４
日
�
　
午
前
１０
時
〜�

■場
市
役
所
別
館
会
議
室
、
八
潮
メ
セ
ナ�

〈
②
土
木
技
師
〉�

専
門
試
験
お
よ
び
論
文
試
験�

■日
１
月
１４
日
�
　
午
前
１０
時
〜�

■場
八
潮
メ
セ
ナ�

●
第
１
次
試
験
合
格
発
表�

■日
１
月
３１
日
�
を
予
定�

※
合
否
を
問
わ
ず
、
受
験
者
全
員
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。（
電
話
照
会
は
不
可
）�

第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格
者
）�

グ
ル
ー
プ
討
論
（
保
健
師
を
除
く
）�

■日
２
月
１３
日
�
の
指
定
す
る
時
間�

■場
八
潮
メ
セ
ナ�

■内
少
人
数
で
討
論
を
行
い
、
受
験
者
の
知

識
、
考
え
方
、
発
表
能
力
等
を
試
験
す
る
。�

面
接
試
験�

■日
２
月
１４
日
�
・
１５
日
�
・
１６
日
�
の
う

ち
指
定
す
る
日
時�

■場
市
役
所
別
館
会
議
室�

■内
面
接
に
よ
る
口
述
試
験
等�

●
第
２
次
試
験
合
格
発
表�

■日
２
月
２３
日
�
を
予
定�

※
合
否
を
問
わ
ず
、
受
験
者
全
員
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。（
電
話
照
会
は
不
可
）�

受
付
期
間
等�

■日
１２
月
１８
日
	
〜
２１
日
�
　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時�

※
郵
送
の
場
合
は
、
１２
月
２１
日
�
ま
で
に

（
消
印
有
効
）
宛
名
を
明
記
し
、
返
信
用

封
筒
（
８０
円
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。�

受
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布�

　
１２
月
１１
日
	
か
ら
１８
日
	
ま
で
総
務
人

事
課
で
配
布（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）。
郵

送
希
望
の
方
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
案
内
書
請
求
」
と
朱
書
し
、
宛
名
を
明

記
し
た
角
２
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封
筒
（
１４０

円
切
手
を
貼
付
）
を
同
封
し
て
、（
〒
３４０

│
８
５
８
８
八
潮
市
中
央
一
丁
目
２
番
地

１
）
総
務
人
事
課
人
事
担
当
へ
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。�

■問
総
務
人
事
課
�
○内
２
３
８
・
２
５
３�

市
職
員
採
用
試
験

市
職
員
採
用
試
験�

市
職
員
採
用
試
験�

　
平
成
１９
年
４
月
入
所
の
申
し
込
み
の
受

け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。�

�

保
　
育
　
所�

��������

■対
生
後
６
カ
月
以
上
就
学
前
ま
で
の
幼
児�

����������������

受
付
期
間
　
１
月
５
日
�
〜
１０
日
�
　
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
※
期
間
厳
守�

受
付
場
所
　
市
役
所
第
２
会
議
室
（
１
月

５
日
〜
９
日
）・
市
役
所
第
３
会
議
室
（
１

月
１０
日
）、
ま
た
は
各
公
設
公
営
保
育
所

※
公
設
公
営
保
育
所
で
は
、
土
・
日
・
祝

日
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。�

※
申
し
込
み
時
に
入
所
申
請
児
童
の
面
接

を
行
い
ま
す
。
必
ず
児
童
同
伴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。�

必
要
書
類
　
①
入
所
申
込
書
②
勤
務
証
明

書
③
平
成
１８
年
分
の
源
泉
徴
収
票
、
ま
た

は
確
定
申
告
書
の
写
し
等
（
確
定
申
告
の

方
は
申
告
後
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
）�

※
そ
の
他
、
ご
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
必

要
と
さ
れ
る
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。�

※
①
・
②
の
用
紙
は
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
公
設
公
営
保
育
所
で
配
布
し
ま
す
。�

入
所
基
準
　
児
童
の
保
護
者
お
よ
び
同
居

の
親
族
、
そ
の
他
の
者
の
い
ず
れ
も
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合�

①
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
し

て
い
る
こ
と
②
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ
て

日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を

常
態
と
し
て
い
る
こ
と
③
妊
娠
中
で
あ
る

か
、
ま
た
は
出
産
後
間
が
な
い
こ
と
（
産

前
６
週
、
産
後
８
週
の
間
）
④
疾
病
に
か

か
り
、
若
し
く
は
負
傷
し
、
ま
た
は
精
神

若
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有
し
て
い
る
こ

と
⑤
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態
に
あ
る
、

ま
た
は
精
神
若
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有

す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る

こ
と
⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の

災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と�

保
育
時
間
　
月
〜
金
曜
日
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
４
時
３０
分
、
土
曜
日
＝
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分
※
そ
の
他
、
時

間
外
・
延
長
保
育
・
一
時
保
育
な
ど
有
り�

保
育
料
　
前
年
の
世
帯
の
所
得
税
額
に
よ

り
算
出
さ
れ
ま
す
。�

※
現
在
、
保
育
所
に
入
所
中
の
方
は
、
別

途
、
保
育
所
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
勤
務
地
等

の
理
由
で
他
の
市
区
町
村
の
保
育
所
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援
課
へ
至
急

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

送
迎
保
育�

　
市
で
は
、
平
成
１９
年
４
月
か
ら
、
駅
前

保
育
所
を
基
点
と
し
、
延
長
保
育
を
行
っ

て
い
る
中
央
保
育
所
・
南
川
崎
保
育
所
・

八
潮
ひ
ま
わ
り
保
育
園
を
対
象
に
送
迎
保

育
を
開
始
し
ま
す
。�

■対
①
勤
務
時
間
等
の
理
由
に
よ
り
、
保
育

所
の
開
所
時
間
内
に
送
迎
が
で
き
な
い
こ

と
②
満
１
歳
以
上
の
児
童
で
あ
る
こ
と�

■費
１
日
４
０
０
円�

※
平
成
１９
年
４
月
の
開
始
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
後

日
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

学
童
保
育
所�

��������

■対
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童�

●
公
設
公
営
学
童
保
育
所�

���������������

受
付
期
間
　
１
月
５
日
�
〜
１０
日
�
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
※
期
間
厳
守�

受
付
場
所
　
市
役
所
第
２
会
議
室
（
１
月

５
日
〜
９
日
）・
市
役
所
第
３
会
議
室
（
１

月
１０
日
）
※
土
・
日
・
祝
日
も
受
け
付
け

ま
す
。�

必
要
書
類
　
①
入
所
申
込
書
②
勤
務
証
明

書
（
用
紙
は
子
育
て
支
援
課
で
配
布
）�

入
所
基
準
　
保
護
者
が
保
育
所
の
入
所
基

準
①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
方

で
、
か
つ
同
居
の
親
族
な
ど
が
児
童
を
保

育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合�

保
育
時
間
　
月
〜
金
曜
日
＝
放
課
後
〜
午

後
６
時
、
土
曜
日
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
６
時
（
た
け
の
こ
・
や
な
ぎ
の
み
や
・

お
お
ぜ
・
は
ち
じ
ょ
う
の
各
学
童
保
育
所

は
、
月
〜
金
曜
日
の
み
開
所
）�

保
育
料
　
月
額
９
０
０
０
円
※
生
活
保
護

受
給
世
帯
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
受
給
世

帯
や
同
一
世
帯
で
、
同
時
期
に
２
人
以
上

の
児
童
が
入
所
し
た
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
保
育
料
の
免
除
・
減
額
有
り�

※
現
在
、
学
童
保
育
所
に
入
所
中
の
方
も
、

改
め
て
入
所
手
続
き
が
必
要
で
す
。�

●
公
設
民
営
学
童
保
育
所�

も
う
す
ぐ
始
ま
る
！
私
た
ち
が
参
加
す
る
裁
判�

―
裁
判
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
！（
そ
の
1
）―�

　
平
成
２１
年
５
月
ま
で
の
間
に
ス
タ
ー
ト

す
る
「
裁
判
員
制
度
」
に
つ
い
て
、今
号
と

次
号
の
２
回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

Ｑ
１
　
裁
判
員
制
度
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
？�

Ａ
１
　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、

有
罪
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か

を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度

で
す
。�

Ｑ
２
　
な
ぜ
導
入
さ
れ
る
の
で
す
か
？�

Ａ
２
　
国
民
の
皆
さ
ん
が
裁
判
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
律
の
専
門
家
で

は
な
い
人
た
ち
の
感
覚
が
、
裁
判
の
内
容

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
司
法
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。�

Ｑ
３
　
裁
判
員
が
参
加
す
る
の
は
、
ど

の
よ
う
な
事
件
で
す
か
？�

Ａ
３
　
代
表
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
次

の
よ
う
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

①
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
）�

②
強
盗
が
、
人
に
け
が
を
さ
せ
、
あ
る
い

は
、
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
強
盗
致
死
傷
）�

③
人
に
け
が
を
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
死
亡

さ
せ
た
場
合
（
傷
害
致
死
）�

④
ひ
ど
く
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
、
自
動
車

を
運
転
し
て
人
を
ひ
き
、
死
亡
さ
せ
た

場
合
（
危
険
運
転
致
死
）�

⑤
人
が
住
ん
で
い
る
家
に
放
火
し
た
場
合

（
現
住
建
造
物
等
放
火
）�

⑥
身
の
代
金
を
取
る
目
的
で
、
人
を
誘
拐

し
た
場
合
（
身
の
代
金
目
的
誘
拐
）�

⑦
子
ど
も
に
食
事
を
与
え
ず
、
放
置
し
て
、

死
亡
さ
せ
た
場
合
（
保
護
責
任
者
遺
棄

致
死
）�

Ｑ
４
　
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選

ば
れ
る
の
で
す
か
？�

Ａ
４
　
最
初
に
、
選
挙
人
名
簿
を
も
と

に
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

裁
判
員
は
、
こ
の
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
、

一
つ
の
事
件
ご
と
に
、
裁
判
所
に
お
け
る

選
任
手
続
き
に
よ
り
選
ば
れ
ま
す
。�

①
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
←�

②
事
件
ご
と
に
く
じ
で
、
裁
判
員
候
補
者�

　
が
選
ば
れ
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
←�

③
裁
判
所
で
、
候
補
者
の
中
か
ら
裁
判
員�

　
を
選
ぶ
た
め
の
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
←�

④
裁
判
員
が
選
ば
れ
ま
す
。�

■問
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

�
０４８
・
８６３
・
４
１
１
１
○内
２
０
３
２
・
２

０
３
３�

■問子育て支援課�○内314

保育所�
・�

学童保育所�

新規申し込み�
受け付け�

平成19年度�

運営�

公設公営�

公設民営�
民設民営�

９９６－３６５６�八条保育所� 八條１５６７�
９９６－３６５７�伊草保育所� 伊草３７２�
９９６－３０６８�中馬場保育所� 中央３－２９－１７�
９９５－７５７０�中央保育所� 八潮８－１－５�
９９６－９６４２�南川崎保育所� 南川崎２０７－１�
９９６－０３２６�大曽根保育所� 大曽根１５１８�
９９６－３５００�

９９７－０３２１�

古新田保育所� 古新田１０�
電話未定�駅前保育所� 大瀬７９５－１�

八潮ひまわり保育園�中央１－１５－５�

電話番号�保育所名� 所在地�

電話番号�保育所名� 所在地�

わかくさ学童保育所� 南川崎８２６－３�９９７－７１９５�

たけのこ学童保育所� 大曽根９２１－２�９９７－１２４９�

やわた学童保育所� 中央４－２１－２５�９９７－６８２１�

やなぎのみや学童保育所�柳之宮１４０� ９９８－００４３�

おおぜ学童保育所� 大瀬５３０－１� ９９８－９０８８�

だいばら学童保育所� 八潮７－４２－１�９９８－９５５０�

はちじょう学童保育所� 鶴ヶ曽根１� ９９８－９００６�

申し込み方法�電話番号�学童クラブ名� 所在地�

どんぐり�
学童クラブ�

緑町４－１－１� ９９６－２２１６�

ひまわり�
学童クラブ�

古新田９０４－３�９９５－１４７５�

つくしんぼ�
学童クラブ�

八條１５６７－２３�９９６－５８４６�

　
公
設
民
営
学
童
保
育
所
に
入
所

希
望
の
方
は
、
直
接
各
学
童
ク
ラ

ブ
へ
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。�

い
き�

た
こ�
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内　容�月日� 講　師�

１月１０日�
（水）�

１月１５日�
（月）�

１月２２日�
（月）�

１月３１日�
（水）�

アルコール依存症とは
何か～アルコール依存
症という病気～�

佐藤貢さん�
（精神科医師）�

家族の対応～本人を
変える家族～�

根津和永さん・岩上
昌生さん（看護師）�

回復のプロセスに必要
な社会資源～受診す
るまで・退院に向けて～�

守屋弘一さん�
小椋由美さん�
（精神保健福祉士）�

回復する姿～回復者と
出会う～�

回復した当事者と配
偶者（妻）�

ピ
ア
ノ
（
２
万
円
以
上
）�

�

二
段
ベ
ッ
ド
（
木
製
・
５
千
円
以
内
）�

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、
当
事
者
間
で
解
決

し
て
い
た
だ
き
、市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。�

■申
■問
商
工
振
興
課
�
○内
３
３
６�

ゆ
ず
り
ま
す�

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い�

�

油
の
流
出
に
ご
注
意
！�

　
油
が
流
出
し
て
河
川
を
汚
染
す
る
水
質

異
常
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
冬
季
に

向
か
い
暖
房
の
利
用
や
年
末
年
始
の
清
掃

等
に
伴
い
、
油
類
を
取
り
扱
う
こ
と
が
多

く
な
る
時
期
で
す
。
十
分
注
意
し
て
い
た

だ
き
、
水
質
異
常
事
故
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。�

＊
事
故
の
原
因
者
に
は
、
対
応
に
係
る
経

費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

＊
油
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
古
新
聞

や
ウ
エ
ス
等
で
拭
取
る
等
、
適
切
に
処
理

し
て
外
部
に
流
れ
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。�

■問
環
境
課
�
○内
３
３
８
、
県
東
部
環
境
管

理
事
務
所
越
谷
支
所
�
９６６
・
２
３
１
１�

�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
補
助
制
度�

　
市
で
は
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
」
ま
た
は
「
八
潮
市
商
工
会
特
定
退
職

金
共
済
制
度
」
に
新
規
加
入
し
た
事
業
者

に
、
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。�

■対
市
内
の
事
業
者
で
次
の
要
件
を
全
て
満

た
し
て
い
る
方�

①
事
業
を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る
こ
と

②
従
業
員
が
５０
人
以
下
で
あ
る
こ
と
③
補

助
金
交
付
申
請
時
に
納
期
が
き
た
市
税
を

完
納
し
て
い
る
こ
と�

補
助
期
間
　
新
規
加
入
契
約
月
か
ら
２４
カ

月
間�

補
助
対
象
経
費
　
平
成
１８
年
１
月
（
ま
た

は
加
入
月
）
か
ら
１２
月
（
ま
た
は
補
助
期

間
満
了
月
）
ま
で
に
支
払
っ
た
掛
金
で
補

助
期
間
内
の
も
の�

補
助
額
　
掛
金
の
２０
〜
３０
パ
ー
セ
ン
ト
※

掛
金
は
月
額
５
０
０
０
円
を
限
度�

■申
１
月
１０
日
か
ら
２５
日
ま
で
に
、
商
工
振

興
課
（
�
○内
３
３
６
）
へ
※
平
成
１８
年
１２

月
ま
で
の
掛
金
の
支
払
い
後
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。�

�

第
３
回
「
福
祉
の
仕
事
」
就
職
面
接
会�

■日
１
月
１７
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分�

■場
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
市
民
ホ
ー
ル�

■対
施
設
介
護
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の

福
祉
職
を
希
望
の
方�

■内
参
加
事
業
所
＝
八
潮
市
お
よ
び
近
隣
市

町
村
に
福
祉
施
設
を
有
す
る
３０
事
業
所
程

度
を
予
定�

■問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
介
護
労
働
担
当

�
０４８･

８３２･

２
４
６
１
○内
２４��

�

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い�

　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
を
し
た
場

合
、
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
そ
の
税
額
を
算
出
す
る
た
め

「
家
屋
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
家
屋
、
取
り
壊

し
を
し
た
家
屋
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

■問
資
産
税
課
�
○内
３
０
２�

�

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す�

　
平
成
１９
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
１
月
３１

日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
１８

年
中
に
事
業
を
廃
止
し
た
方
や
資
産
の
増

減
の
な
い
方
も
申
告
が
必
要
で
す
。�

※
償
却
資
産
と
は
　
法
人
や
個
人
で
、
工

場
や
商
店
、
事
務
所
な
ど
を
経
営
し
て
い

る
方
の
事
業
用
資
産
、
ま
た
事
業
用
資
産

と
し
て
貸
し
付
け
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、

工
具
器
具
お
よ
び
備
品
な
ど
の
資
産
（
自

動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
対
象
の
も

の
を
除
く
）�

■問
資
産
税
課
�
○内
４
１
２�

�

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を�

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
調
査
し
ま
す
。�

　
調
査
は
、
１２
月
下
旬
か
ら
平
成
１９
年
１

月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
行

い
ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。�

■問
総
務
人
事
課
�
○内
２
３
３�

�

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間�

│
１２
月
１０
日
〜
１６
日
│�

　
こ
の
度
、「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に

関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
啓
発
週
間

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
拉
致
問
題
の
実
態
は
、
い
ま
だ
解
明
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
た

め
に
は
、
国
民
世
論
の
盛
り
上
が
り
が
大

変
重
要
で
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
啓
発
週
間
を
機

に
拉
致
問
題
に
対
す
る
関
心
を
一
層
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

■問
総
務
人
事
課
�
○内
２
３
０
・
４
５
４�

�

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を�

　
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人

の
た
め
に
、
検
察
官
の
し
た
処
分
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し

て
「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。�

　
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
、
く

じ
で
選
ば
れ
た
１１
人
の
検
察
審
査
員
が
審

査
を
し
ま
す
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
検
察
審
査
会
に
対
す
る
申
し
立

て
に
は
、
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。�

■問
さ
い
た
ま
検
察
審
査
会
事
務
局
�
０４８
・

８６３
・
４
１
１
１�

������

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室�

■日
１
月
１８
日
〜
３
月
８
日
　
毎
週
木
曜
日
・

全
８
回
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
１５
分�

■場
八
條
公
民
館
会
議
室
（
１
）�

■対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方�

■内
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
有
酸

素
運
動
で
、
基
本
か
ら
始
め
、
段
階
的
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
す
。�

■定
３０
人
（
申
込
順
）�

■費
１
２
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）�

■申
１２
月
１２
日
か
ら
電
話
予
約
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
�
９９６
・
５
１
２
６
）
へ�

文
化
協
会
自
主
事
業
　
八
潮
市
民

吹
奏
楽
団
第
１８
回
定
期
演
奏
会�

■日
１２
月
１７
日
�
　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
３０
分
開
場
）�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル�

■内
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
特
集
、
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
、
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど�

■費
無
料�

■問
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

�
９９５
・
６
２
１
６�

�

凧
の
展
示
会�

■日
２
月
４
日
�
ま
で�

■内
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
凧
、
日
本
の

凧
、
世
界
の
凧
、
珍
し
い
凧
の
展
示�

■問
文
化
財
保
護
課
�
９９７
・
６
６
６
６�

�

男
女
共
同
参
画
研
修�

■日
１
月
１１
日
�
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分�

■場
メ
セ
ナ
３
階
会
議
室�

■内
テ
ー
マ
『
い
ま
男
女
共
同
参
画
が
問
い

か
け
る
も
の
』
※
講
師
＝
近
藤
弘
さ
ん�

（
八
潮
市
男
女
共
同
参
画
苦
情
処
理
委
員
、

立
教
大
学
教
授
）�

■費
無
料�

■申
１
月
５
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

男
女
共
同
参
画
課
（
�
○内
８
１
１
）
へ�

※
こ
の
研
修
は
、
市
職
員
も
受
講
し
ま
す
。�

�

公
民
館
高
齢
者
講
座
「
健
康
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
」�

■日
１
月
３０
日
、
２
月
６
日
・
１３
日･

２０
日
・

２７
日
（
毎
回
火
曜
日
・
全
５
回
）
　
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

■場
八
條
公
民
館
第
一
会
議
室�

■対
市
内
在
住
の
５０
歳
以
上
の
方�

■内
①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎
を
学
ぶ
②
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
（
野
外
）
※
講
師
＝
松

田
温
昭
さ
ん
（
や
し
お
歩
け
歩
け
協
会
会

長
）、
畑
祐
己
子
さ
ん
・
内
藤
初
江
さ
ん

（
�
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
認
定
指
導

員
）�

■定
２５
人
（
申
込
順
）�

■費
５
０
０
円
（
公
民
館
安
全
互
助
会
費
加

入
者
は
無
料
）�

■持
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動
の
出
来
る
服

装�■申
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館
（
�

９９５
・
６
２
１
６
、
受
け
付
け
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
へ�

�

第
１４
回
新
春
メ
セ
ナ
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
「
粋
」
〜
古
典
音
楽
の
集
い
〜�

�

■日
１
月
７
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
１
階
ロ
ビ
ー�

■内
邦
楽
（
三
味
線･

長
唄･

筝
）
の
コ
ン
サ

ー
ト
※
出
演
＝
雅
の
会･

邦
楽
こ
ど
も
教

室�■費
無
料�

■問
八
潮
メ
セ
ナ
�
９９８
・
２
５
０
０�

�

八
潮
メ
セ
ナ
公
演�

①
演
劇
八
潮
ゲ
ネ
プ
ロ
公
演
『
明
日
の
幸

福
』�

■日
３
月
１１
日
�
　
午
後
２
時
〜
（
午
後
１

時
３０
分
開
場
）�

■内
３
世
代
同
居
の
大
家
族
、
松
崎
家
の
人
々

が
捲
き
起
こ
す
人
間
喜
劇
※
出
演
＝
渡
辺

美
佐
子
、
金
田
龍
之
介
、
竹
脇
無
我
、
長

山
藍
子
ほ
か�

■費
３
０
０
０
円
（
友
の
会
２
３
０
０
円
）�

②
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
コ
ン
サ

ー
ト�

■日
２
月
１２
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
（
午

後
１
時
開
場
）�

■内
身
近
に
住
ん
で
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。�

■費
大
人
７
０
０
円
（
友
の
会
６
０
０
円
）、

小
学
生
・
中
学
生
５
０
０
円�

│
①
②
共
通
│�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル�

■申
八
潮
メ
セ
ナ
�
９９８
・
２
５
０
０�

�

保
健
セ
ン
タ
ー
事
業�

①
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
料
理
教
室�

■日
１２
月
〜
２
月
（
全
１４
回
）�

■対
食
事
作
り
に
関
心
の
あ
る
サ
ー
ク
ル
や

町
会
等
グ
ル
ー
プ
で
８
〜
２０
人
程
度
、
１

グ
ル
ー
プ
１
回�

■内
生
活
習
慣
病
予
防
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
に
つ
い
て�

■費
１
人
５
０
０
円�

②
１
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級�

■日
１
月
２１
日
�
　
午
後
１
時
〜
４
時�

■対
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫�

■持
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具�

■費
無
料�

③
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診�

■日
１
月
１７
日
�
　
午
前
８
時
４５
分
〜
１０
時

４５
分
・
午
後
１
時
〜
２
時
４５
分�

＊
結
果
説
明
会
＝
１
月
３１
日
��

■対
２０
歳
以
上
の
市
民�

■内
問
診
、
骨
密
度
測
定�

■定
午
前
・
午
後
各
３０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

―
①
②
③
共
通
―�

■場
保
健
セ
ン
タ
ー�

■申
１２
月
１１
日
か
ら
電
話
で
、
保
健
セ
ン
タ

ー
（
�
９９５
・
３
３
８
１
）
へ�

�

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
家
族
教
室�

��������������

■日
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時�

■場
越
谷
保
健
所
草
加
分
室（
旧
草
加
保
健
所
）�

■対
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
を
持
つ
家
族�

■定
５０
人
（
申
込
順
）�

■申
越
谷
保
健
所
保
健
予
防
推
進
担
当
�
９６４

・
１
２
６
６�

�����

文
化
財
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

■日
不
定
期�

■対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
、
文
化
財
に

興
味
が
あ
る
方�

■内
市
内
の
有
形
文
化
財
や
民
俗
行
事
等
の

調
査
お
よ
び
活
動
事
業
の
補
助�

■費
１
日
の
活
動
に
５
０
０
円
支
給�

■申
１２
月
１２
日
か
ら
２６
日
ま
で
に
、
履
歴
書

を
文
化
財
保
護
課（
�
９９７
・
６
６
６
６
）へ�

�

自
衛
官�

①
自
衛
隊
生
徒�

■対
中
学
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
１７
歳
未
満

の
男
子�

■申
平
成
１９
年
１
月
９
日
ま
で�

②
２
等
陸
・
海
・
空
士�

■対
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子�

■申
随
時�

―
①
②
共
通
―�

■問
自
衛
隊
朝
霞
地
域
事
務
所
�
０４８
・
４６６
・

４
４
３
５�

�

県
立
高
等
技
術
専
門
校
体
験
入
校
生�

　
未
就
職
の
若
年
者
が
実
習
体
験
を
し
、

将
来
の
職
業
や
進
路
に
役
立
て
ま
す
。�

■日
１
月
１３
日
��

■対「
も
の
づ
く
り
体
験
」
を
し
た
い
方
（
高

校
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
等
）
で
、
お
お
む
ね

３０
歳
ま
で
の
方�

■内
高
等
技
術
専
門
校
の
全
科
目
（
３１
科
目
）

※
工
作
機
械
等
を
使
用
し
た
、
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
や
ペ
ン
シ
ル
ス
タ
ン
ド
、
表
札

な
ど
の
製
作
の
ほ
か
寿
司
づ
く
り
な
ど�

■問
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
課
�
０４８
・
８３０
・

４
５
９
８�

お
詫
び�

　
１１
月
１０
日
発
行
予
定
の
「
広
報
や
し

お
１１
月
号
」
の
紙
面
に
修
正
が
発
生
し

た
た
め
、
１１
月
１２
日
の
発
行
と
な
り
ま

し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

■問
広
聴
広
報
課
�
○内
２
２
６�

採
用
職
種
・
募
集
人
員
・
受
験
資
格�

①
一
般
事
務
　
　
５
人
程
度�

②
土
木
技
師
　
　
４
人
程
度�

③
保
　

健
　

師
　
　
１
人�

■対
一
般
事
務
・
土
木
技
師
＝
昭
和
５７
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
、
保
健
師
＝

昭
和
５１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

（
保
健
師
は
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
平
成
１９
年
３
月
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
み
の
方
）�

※
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
に
規
定
す
る
欠

格
条
項
に
該
当
す
る
方
は
、
受
験
で
き
ま

せ
ん
。�

第
１
次
試
験�

〈
①
一
般
事
務
、
③
保
健
師
〉�

教
養
試
験
お
よ
び
論
文
試
験�

■日
１
月
１４
日
�
　
午
前
１０
時
〜�

■場
市
役
所
別
館
会
議
室
、
八
潮
メ
セ
ナ�

〈
②
土
木
技
師
〉�

専
門
試
験
お
よ
び
論
文
試
験�

■日
１
月
１４
日
�
　
午
前
１０
時
〜�

■場
八
潮
メ
セ
ナ�

●
第
１
次
試
験
合
格
発
表�

■日
１
月
３１
日
�
を
予
定�

※
合
否
を
問
わ
ず
、
受
験
者
全
員
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。（
電
話
照
会
は
不
可
）�

第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格
者
）�

グ
ル
ー
プ
討
論
（
保
健
師
を
除
く
）�

■日
２
月
１３
日
�
の
指
定
す
る
時
間�

■場
八
潮
メ
セ
ナ�

■内
少
人
数
で
討
論
を
行
い
、
受
験
者
の
知

識
、
考
え
方
、
発
表
能
力
等
を
試
験
す
る
。�

面
接
試
験�

■日
２
月
１４
日
�
・
１５
日
�
・
１６
日
�
の
う

ち
指
定
す
る
日
時�

■場
市
役
所
別
館
会
議
室�

■内
面
接
に
よ
る
口
述
試
験
等�

●
第
２
次
試
験
合
格
発
表�

■日
２
月
２３
日
�
を
予
定�

※
合
否
を
問
わ
ず
、
受
験
者
全
員
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。（
電
話
照
会
は
不
可
）�

受
付
期
間
等�

■日
１２
月
１８
日
	
〜
２１
日
�
　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時�

※
郵
送
の
場
合
は
、
１２
月
２１
日
�
ま
で
に

（
消
印
有
効
）
宛
名
を
明
記
し
、
返
信
用

封
筒
（
８０
円
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。�

受
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布�

　
１２
月
１１
日
	
か
ら
１８
日
	
ま
で
総
務
人

事
課
で
配
布（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）。
郵

送
希
望
の
方
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
案
内
書
請
求
」
と
朱
書
し
、
宛
名
を
明

記
し
た
角
２
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封
筒
（
１４０

円
切
手
を
貼
付
）
を
同
封
し
て
、（
〒
３４０

│
８
５
８
８
八
潮
市
中
央
一
丁
目
２
番
地

１
）
総
務
人
事
課
人
事
担
当
へ
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。�

■問
総
務
人
事
課
�
○内
２
３
８
・
２
５
３�

市
職
員
採
用
試
験

市
職
員
採
用
試
験�

市
職
員
採
用
試
験�

　
平
成
１９
年
４
月
入
所
の
申
し
込
み
の
受

け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。�

�

保
　
育
　
所�

��������

■対
生
後
６
カ
月
以
上
就
学
前
ま
で
の
幼
児�

����������������

受
付
期
間
　
１
月
５
日
�
〜
１０
日
�
　
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
※
期
間
厳
守�

受
付
場
所
　
市
役
所
第
２
会
議
室
（
１
月

５
日
〜
９
日
）・
市
役
所
第
３
会
議
室
（
１

月
１０
日
）、
ま
た
は
各
公
設
公
営
保
育
所

※
公
設
公
営
保
育
所
で
は
、
土
・
日
・
祝

日
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。�

※
申
し
込
み
時
に
入
所
申
請
児
童
の
面
接

を
行
い
ま
す
。
必
ず
児
童
同
伴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。�

必
要
書
類
　
①
入
所
申
込
書
②
勤
務
証
明

書
③
平
成
１８
年
分
の
源
泉
徴
収
票
、
ま
た

は
確
定
申
告
書
の
写
し
等
（
確
定
申
告
の

方
は
申
告
後
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
）�

※
そ
の
他
、
ご
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
必

要
と
さ
れ
る
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。�

※
①
・
②
の
用
紙
は
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
公
設
公
営
保
育
所
で
配
布
し
ま
す
。�

入
所
基
準
　
児
童
の
保
護
者
お
よ
び
同
居

の
親
族
、
そ
の
他
の
者
の
い
ず
れ
も
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合�

①
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
し

て
い
る
こ
と
②
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ
て

日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を

常
態
と
し
て
い
る
こ
と
③
妊
娠
中
で
あ
る

か
、
ま
た
は
出
産
後
間
が
な
い
こ
と
（
産

前
６
週
、
産
後
８
週
の
間
）
④
疾
病
に
か

か
り
、
若
し
く
は
負
傷
し
、
ま
た
は
精
神

若
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有
し
て
い
る
こ

と
⑤
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態
に
あ
る
、

ま
た
は
精
神
若
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有

す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る

こ
と
⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の

災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と�

保
育
時
間
　
月
〜
金
曜
日
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
４
時
３０
分
、
土
曜
日
＝
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分
※
そ
の
他
、
時

間
外
・
延
長
保
育
・
一
時
保
育
な
ど
有
り�

保
育
料
　
前
年
の
世
帯
の
所
得
税
額
に
よ

り
算
出
さ
れ
ま
す
。�

※
現
在
、
保
育
所
に
入
所
中
の
方
は
、
別

途
、
保
育
所
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
勤
務
地
等

の
理
由
で
他
の
市
区
町
村
の
保
育
所
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援
課
へ
至
急

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

送
迎
保
育�

　
市
で
は
、
平
成
１９
年
４
月
か
ら
、
駅
前

保
育
所
を
基
点
と
し
、
延
長
保
育
を
行
っ

て
い
る
中
央
保
育
所
・
南
川
崎
保
育
所
・

八
潮
ひ
ま
わ
り
保
育
園
を
対
象
に
送
迎
保

育
を
開
始
し
ま
す
。�

■対
①
勤
務
時
間
等
の
理
由
に
よ
り
、
保
育

所
の
開
所
時
間
内
に
送
迎
が
で
き
な
い
こ

と
②
満
１
歳
以
上
の
児
童
で
あ
る
こ
と�

■費
１
日
４
０
０
円�

※
平
成
１９
年
４
月
の
開
始
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
後

日
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

学
童
保
育
所�

��������

■対
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童�

●
公
設
公
営
学
童
保
育
所�

���������������

受
付
期
間
　
１
月
５
日
�
〜
１０
日
�
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
※
期
間
厳
守�

受
付
場
所
　
市
役
所
第
２
会
議
室
（
１
月

５
日
〜
９
日
）・
市
役
所
第
３
会
議
室
（
１

月
１０
日
）
※
土
・
日
・
祝
日
も
受
け
付
け

ま
す
。�

必
要
書
類
　
①
入
所
申
込
書
②
勤
務
証
明

書
（
用
紙
は
子
育
て
支
援
課
で
配
布
）�

入
所
基
準
　
保
護
者
が
保
育
所
の
入
所
基

準
①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
方

で
、
か
つ
同
居
の
親
族
な
ど
が
児
童
を
保

育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合�

保
育
時
間
　
月
〜
金
曜
日
＝
放
課
後
〜
午

後
６
時
、
土
曜
日
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
６
時
（
た
け
の
こ
・
や
な
ぎ
の
み
や
・

お
お
ぜ
・
は
ち
じ
ょ
う
の
各
学
童
保
育
所

は
、
月
〜
金
曜
日
の
み
開
所
）�

保
育
料
　
月
額
９
０
０
０
円
※
生
活
保
護

受
給
世
帯
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
受
給
世

帯
や
同
一
世
帯
で
、
同
時
期
に
２
人
以
上

の
児
童
が
入
所
し
た
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
保
育
料
の
免
除
・
減
額
有
り�

※
現
在
、
学
童
保
育
所
に
入
所
中
の
方
も
、

改
め
て
入
所
手
続
き
が
必
要
で
す
。�

●
公
設
民
営
学
童
保
育
所�

も
う
す
ぐ
始
ま
る
！
私
た
ち
が
参
加
す
る
裁
判�

―
裁
判
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
！（
そ
の
1
）―�

　
平
成
２１
年
５
月
ま
で
の
間
に
ス
タ
ー
ト

す
る
「
裁
判
員
制
度
」
に
つ
い
て
、今
号
と

次
号
の
２
回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

Ｑ
１
　
裁
判
員
制
度
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
？�

Ａ
１
　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、

有
罪
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か

を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度

で
す
。�

Ｑ
２
　
な
ぜ
導
入
さ
れ
る
の
で
す
か
？�

Ａ
２
　
国
民
の
皆
さ
ん
が
裁
判
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
律
の
専
門
家
で

は
な
い
人
た
ち
の
感
覚
が
、
裁
判
の
内
容

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
司
法
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。�

Ｑ
３
　
裁
判
員
が
参
加
す
る
の
は
、
ど

の
よ
う
な
事
件
で
す
か
？�

Ａ
３
　
代
表
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
次

の
よ
う
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

①
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
）�

②
強
盗
が
、
人
に
け
が
を
さ
せ
、
あ
る
い

は
、
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
強
盗
致
死
傷
）�

③
人
に
け
が
を
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
死
亡

さ
せ
た
場
合
（
傷
害
致
死
）�

④
ひ
ど
く
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
、
自
動
車

を
運
転
し
て
人
を
ひ
き
、
死
亡
さ
せ
た

場
合
（
危
険
運
転
致
死
）�

⑤
人
が
住
ん
で
い
る
家
に
放
火
し
た
場
合

（
現
住
建
造
物
等
放
火
）�

⑥
身
の
代
金
を
取
る
目
的
で
、
人
を
誘
拐

し
た
場
合
（
身
の
代
金
目
的
誘
拐
）�

⑦
子
ど
も
に
食
事
を
与
え
ず
、
放
置
し
て
、

死
亡
さ
せ
た
場
合
（
保
護
責
任
者
遺
棄

致
死
）�

Ｑ
４
　
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選

ば
れ
る
の
で
す
か
？�

Ａ
４
　
最
初
に
、
選
挙
人
名
簿
を
も
と

に
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

裁
判
員
は
、
こ
の
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
、

一
つ
の
事
件
ご
と
に
、
裁
判
所
に
お
け
る

選
任
手
続
き
に
よ
り
選
ば
れ
ま
す
。�

①
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
←�

②
事
件
ご
と
に
く
じ
で
、
裁
判
員
候
補
者�

　
が
選
ば
れ
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
←�

③
裁
判
所
で
、
候
補
者
の
中
か
ら
裁
判
員�

　
を
選
ぶ
た
め
の
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
←�

④
裁
判
員
が
選
ば
れ
ま
す
。�

■問
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

�
０４８
・
８６３
・
４
１
１
１
○内
２
０
３
２
・
２

０
３
３�

■問子育て支援課�○内314

保育所�
・�

学童保育所�

新規申し込み�
受け付け�

平成19年度�

運営�

公設公営�

公設民営�
民設民営�

９９６－３６５６�八条保育所� 八條１５６７�
９９６－３６５７�伊草保育所� 伊草３７２�
９９６－３０６８�中馬場保育所� 中央３－２９－１７�
９９５－７５７０�中央保育所� 八潮８－１－５�
９９６－９６４２�南川崎保育所� 南川崎２０７－１�
９９６－０３２６�大曽根保育所� 大曽根１５１８�
９９６－３５００�

９９７－０３２１�

古新田保育所� 古新田１０�
電話未定�駅前保育所� 大瀬７９５－１�

八潮ひまわり保育園�中央１－１５－５�

電話番号�保育所名� 所在地�

電話番号�保育所名� 所在地�

わかくさ学童保育所� 南川崎８２６－３�９９７－７１９５�

たけのこ学童保育所� 大曽根９２１－２�９９７－１２４９�

やわた学童保育所� 中央４－２１－２５�９９７－６８２１�

やなぎのみや学童保育所�柳之宮１４０� ９９８－００４３�

おおぜ学童保育所� 大瀬５３０－１� ９９８－９０８８�

だいばら学童保育所� 八潮７－４２－１�９９８－９５５０�

はちじょう学童保育所� 鶴ヶ曽根１� ９９８－９００６�

申し込み方法�電話番号�学童クラブ名� 所在地�

どんぐり�
学童クラブ�

緑町４－１－１� ９９６－２２１６�

ひまわり�
学童クラブ�

古新田９０４－３�９９５－１４７５�

つくしんぼ�
学童クラブ�

八條１５６７－２３�９９６－５８４６�

　
公
設
民
営
学
童
保
育
所
に
入
所

希
望
の
方
は
、
直
接
各
学
童
ク
ラ

ブ
へ
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。�

い
き�

た
こ�


